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日本の消費者は水産資源の持続可能性のために
お金を支払うか？

⃝目　　的
　日本人は健康に関しては高い関心をもって
いますが、環境に関しては欧米に比べて意識
が低いと言われています（国立環境研究所
1999）。魚介類に関しても品質や鮮度がよい
有名ブランドは高価格で取引されますが、環
境に配慮した魚介類や、持続可能な漁業でと
れた魚介類の話は聞いたことがないのではな
いでしょうか。現在、世界中で持続可能なエ
コラベルを付けた魚が売られていて、ヨーロッ
パなどでは高価なものになってきています。
また、資源が維持できなければ結局は漁業も
衰退してしまい、私たちの食卓に上る魚が減っ
てしまいます。日本人は魚介類を末永く食べ
るため、どの程度お金を払ってもいいと考え
ているのでしょうか？

⃝方　　法
　日本全国の消費者にWEBアンケート調査
を行い、魚介類の資源状態、海の環境・生態
系、漁業管理、そして漁業地域・経営の存続
などに関してどの程度お金を支払ってもよい
か、選択実験とコンジョイント分析という手
法を使って分析を行いました。

⃝結果・波及効果
　その結果、消費者は環境・生態系について
は高い関心を示しましたが、資源状態、漁業
管理や漁業経営などについては関心が低いと
いう結果になりました。また、環境・生態系
についても、関心は高いものの、そのために
お金を支払う意思は弱いということがわかり
ました。魚食国の日本では、水産物の価格は
日々の食費に直結するだけに価格上昇には消
極的にならざるを得ないのかもしれません。

しかし、我々水産研究者は、国民の皆さんに
将来も魚を食べてもらえるように持続可能性
の重要性を広めていかなければならないと考
えています。当機構では日本でとれる魚介類
の持続性を評価するプロジェクト「SH“U”N」
を展開しています（http://www.sh-u-n.fra.
go.jp/）。アプリもあり、魚の持続性が分か
るようになっています。ぜひ一度ご覧になっ
て魚の持続性について理解を深めてはいかが
でしょうか。

⃝文　　献
　国立環境研究所（1999）地球環境問題をめ
ぐる消費者の意識と行動が企業戦略に及ぼす
影響．国立環境研究所

【研究課題名】
「水産資源の持続的な利用のための開発研究」
「我が国水産業の特性に立脚した消費者への資源持続性等の情報サー
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